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ンチに異常所見がなくとも繰り返し再検する必要がある

と考えられた．

12，99mTc－RBCのサブトラクション・シンチグラフィ
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　従来から行われてきた消化管出血シンチグラフィは部

位の同定で時間がかかり，また出血量や出血速度の評価

が不可能であった．われわれは通常のシンチグラフィに

サブトラクションを併用する新しい方法を考案し，良好

な結果を得たので報告する．

　99mTc・RBCを1．11GBq（30　mCi）静注後，経時的に

5分ごとにデータを収集し，サブトラクション画像を作

製することにより，ファントム実験では0．lml／分の出

血が検出可能であった．また臨床例でも，従来法に比べ

て，早期に出血部位が同定でき，1回採血により，その

時点の出血速度の計算も可能であった．

14．DPA法による運動選手の骨塩定量（第2報）

　　一椎体体積による補正骨塩量の検肘一
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　従来のBMD表示法である9／cm2では，スキャン画

像上の前後方向の厚みの影響が考慮されないため，椎体

め単位体積当たりの骨密度（g／cm3）を求める方法を考案

した．すなわち椎体を円柱と仮定し，スキャン画像上の

面積および高さより椎体体積を計算し，TBMを体積で

除しBMD’（g／cm3）を求めた．15例のnon－athletesお

よび15例のathletesでBMDおよびBMD’を検討し

たが，双方の指標の相関は良好であった（r＝0．907）．ま

た野球およびラグビー選手ではBMD・BMD’ともにコ

ントロールに比して有意に高値であったが，個々の症例

間では扁平で幅広な椎体と細長い椎体とでは，同じ面積

でもBMDとBMD’に解離を認めた．

13．骨塩定量装置QDR・1000の使用経験
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　［目的】Hologic社製骨塩定量装置QDR－1000の性能

評価．［方法】付属ファントムを用いる基礎的検討および

患者での測定．［結果】QCソフトでの測定上の変動係数

はCV＝0．45とほぼカタログと同程度の性能を維持．

ファントムを水中に置いた体厚による精度確認の実験

では，体厚23cmまでは問題はなかったが，28　cmで

BMDが5％過大評価され，　CV値も1．35と増大．33　cm

ではBMDは40％の過大評価となり，　CV値も4．28に

増大した．現在人工股関節手術時の術式選択に応用中．

口腔外科領域で下顎骨萎縮の評価や骨塩以外に白血病等

の血液疾患での骨髄脂肪含量の変化の評価が病態解析の

一助となる可能性があり，全身用へのバージョンァップ

が期待される．

15．bone　scanで経過をみたinflammtory　enthesopathy

　　の一例
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　enthesesは骨の腱や靱帯付着部位であり，enthesopathy

は炎症，変性，内分泌，代謝，外傷等，種々の要因によ

り同部位に生じる一連の疾患の総称である．今回，腫骨

の腱や靱帯付着部位に，99皿Tc－MDPの集積が認められ

た炎症性enthesopathyの症例を提示した．副腎皮質ス

テロイドの持続投与によリ，臨床症状および臨床検査

（CRP，　ESR，　fibrinogen）成績の改善とともに，99mTc－

MDPの集積度も改善した．核医学骨イメージングは，

enthesopathyの活動性病変部位の検出や，副腎皮質ス

テロイド等による治療効果を評価する手段として有効と

思われた．

Presented by Medical*Online


	0085



